
　

(2)今後の方向性

今後も引き続き、参加者の定員や安全管理などの改善・効率化を図ってい
く。所沢市のPRとして行っている物産展の開催や重松流祭囃子についても引
き続き実施する。また、交通規制の時間短縮のため、コースの検討を行って
いく。

西武プリンスドーム内の動線を変更し、混雑解消を図った。
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を持った自転車部隊を増加し、緊急対応への備えを強化
した。
ハーフの部及び５キロの部の出走権をふるさと納税の御礼品に追加した。
ハーフのコースを一部変更し、交通規制の時間を削減した。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

５キロの部、３キロの部で参加者数が減少した。
５キロの部においては、他のマラソン大会との競合、また、３キロの部におい
ては、同日に少年サッカー大会が重なった結果と分析している。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況
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スポーツ事業の充実 無

無
大会開催、資料作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態
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有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動
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理由 安全な大会運営を行うため。拡大 縮小
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理由 参加者の定員や安全管理など改善・効率化を図る。
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拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

受益者負担の観点から参加費の値上げを実施する。
前回大会の反省点を踏まえ、安全面や費用面など見直しを図っている。

100

実 績 99 96

今大会参加者数÷前年度大会参加者数
×１００

目標達成状況 ％ 達成率 99 96

　 項目名 項目説明

成果指標 参加者増加率

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

6,973

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

申込者数 大会に参加申し込みした人数

出走者数 大会当日に出走した人数

会議開催数 会議開催回数

6,606

回 12 12

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

2.36人 20,582

（千円） 年度 （千円）

8,000

8,000 8,000

（千円） 平成 28

0.00

8,000

（ 0.00

27 年度平成≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

28,582

一般財源

平成 26 年度

（

その他（　　　　　　　　　　） ）

8,031

29,044

人） （

2.43人 21,044

8,000

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市民（市民以外も参加可）　アマチュアで健康な小学１年生以上 平成

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

所沢市のメインイベントとして市のＰＲを行い、市民の健康づくりや人とのふれあいの場を提供する。また、世代や性別を問わず誰でも参加できる大会で、生涯にわた
る豊かなスポーツライフの実現を図る。

当初予算

27 人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

所沢市スポーツ推進計画

市制施行４０周年記念事業として開始した。市民から要望の多かったマラソン大会を西武プリンスドームをスタート・ゴールとした。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ スポーツ事業を充実

7,689

→

事業の種別

スポーツ振興節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

終了年度 年度

スポーツ振興課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ スポーツ振興

所沢市陸上競技選手権大会

■ □ □

年度

法定受託＋附加

事業コード
所沢シティマラソン大会開催事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

810412

①事務事業名
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

部課コード 810400 ℡ 2998－9248

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

選手は公募。当課が事務局となっており、各種スポーツ団体から選出された委員及び一般公募による委員で構成された実行委員会を組織し、当日は、約８００名のボ
ランティア役員の協力を得て大会を実施している。西武プリンスドームをスタート・ゴールとし、例年１２月の第一日曜日に開催。平成２６年度の種目は、ハーフの部・５
ｋｍの部・３ｋｍの部・２．３ｋｍファミリー・オープンの部。大会経費は、市交付金・参加費・協賛金等により運営している。
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27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ
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8,031 7,689

Ｈ 26 Ｈ 27
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100

単位

%

人

目標値 100
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「実績」
縮小図る

開始年度 平成　２
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※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

9,000


